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調和型水利用デザイン手法の開発
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水利用システムと利害関係者の選好
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水利用システムのモデル化

上水需要

下水処理親水利用

浄水処理 上水 下水

再生水 処理水

表流水

地下水

地域外への
環境影響

事業経済性
（初期・運用）

地域内での
環境影響

飲料水の質
（味・リスク）

地域外での
資源採掘

第2回荒川ワークショップ

さまざまな
側面

どの側面を重要と考えるかは人それぞれ

雨水

問題
認識

関係者の意見を取り入れた意思決定

合意形成のためのシナリオ生成選好評価に基づく意思決定
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水道産業新聞
2014/8/28

日本経済新聞
2006/3/14

プラーヌンクスツェレ（市民討議会）の広がり

シナリオ生成のポイント
• 利害関係者は 多様な価値観 （選好） を持っている。

 同じ地域の住民間ですら 選好の多様性は無視できな
い。

• どの側面 （評価指標） を どのくらい重視するか によって …

 望ましい水利用システムは異なるはず。

 特定の （平均的な） 選好を前提とするのではなく …
 どんな利害関係者も議論に参加できるように …

• 議論の遡上に乗せるべきシナリオ を網羅的に生成する。

 議論に値しない （どんな価値観からも望ましいことがない）
シナリオを 数値的に除外することを意味する。
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利害関係者間で
理想像を共有する

シナリオクラスタ 1

浄水/下水処理方式
• オゾン処理が一部
• A2O法が半分程度

高度浄水量 は中程度

再生水利用 はなし

シナリオクラスタ 2

浄水/下水処理方式
• オゾン処理が一部
• A2O法が中心

高度浄水量 は中程度

再生水利用 が多い

シナリオクラスタ 3

浄水/下水処理方式
• オゾン処理が中心
• 標準活性汚泥法

高度浄水量 は多い

再生水利用 はなし

シナリオクラスタ 4

浄水/下水処理方式
• オゾン処理が少し
• 標準活性汚泥法

高度浄水量 は少なめ

再生水利用 はなし

シナリオクラスタ 5

浄水/下水処理方式
• オゾン処理もあり
• RO膜処理が中心

高度浄水量 はバラ2

再生水利用 は多め

制約条件

水利用システムの要素

シナリオ生成ツールの開発
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水利用システムのモデル化による 多目的評価

水源別 取水量 （施設ごと）
• 表流水 / 地下水 / 流域外

浄水処理方式 （施設ごと）
• 凝集沈殿・濾過 / オゾン

下水処理方式 （施設ごと）
• 標準活性汚泥法 / A2O法

再生処理方式 （施設ごと）
• オゾン処理 / RO膜

再生水処理量 （施設ごと）

送水量 / 下水輸送量
• △市の上水需要量の *** %

は □浄水場から送水
• △市の下水発生量の *** %

は ◇下水処理場へ流下
• 再生水は ◇から△へ送水

取水可能量 を超えないこと
• 地下水利用量 （地域別）
• 流域外からの導水量

水需要量 を供給できること
• 市区町村ごとの需要量
• うち 再生水利用量の上限

下水発生量 を処理できること
• 市町村ごとの発生量
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表流水

地下水

地域外への
環境影響

事業経済性
（初期・運用）

地域内での
環境影響

飲料水の質
（味・リスク）

地域外での
資源採掘

評価指標

事業費用

環境影響など
• 地域内/外

飲料水の質

多目的最適化による
シナリオの自動生成

制約条件の範囲の中で
あらゆる指標間の重みに
対応するシナリオ群
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シナリオ生成と選好評価の連動
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選好評価シナリオ生成 多目的
最適化

アンケート
調査

実現可能性
を考慮した
実施案選択

方向性
の決定

具体的な
代替案

18% 6% 4%
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